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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

(図表も含めて分かりやすく記入のこと)

これ まで開発 して きた実験装置 を元に計測実験 を行 った。 主要な結果 ・考察 を以下 に述べ る。

ジル コニアの粘 性

μ=0.0037exp(6100/T)と 求 め られ 、融点3000Kに おいて0.028Pasと な った。 ここで、ジ

ル コニアの密度 には570Okg/m3の 値 を用 いた。この値 はアル ミナの磁点2323Kで の値0 .069

Pasに 比べて かな り小 さく、動粘性係数 に換算す ると、ジル コニアは4.9×10-6m2/sで アル

ミナ は1.5×10-5m2/sと な り、3倍 も違 うこ とがわかった。す なわ ちい った ん溶融 させ て しま

えば、ジル コニア の方 が容易 に篇平す るのであ る。Fig.1に 両者 の計算結 果の比較 を示す。ジ

ル コニアの方 が実際 に高 い扁平度 を示 しているのが わか る。

界面接合様 式

得られた冷卸速度とスプラット厚から熱伝達係数及びその逆数である接触熱抵抗の値を導出

したところ、それぞれ、3×104-3×105W/m2K及 び3×10-6-4×10-5m2K/Wと なった。

ミリメー トルか らセ ンチメー トルのオーダーであるスプラッ トクエンチングにおいては基板

の熱伝導率が凝固組織に影響を及ぼすとの報告がなされているが、上記に見られるように、溶

射プロセスにおいては界面の接触状態が予期 されるほど良くなく、今後の凝固組織制御のため

には接触熱抵抗の支配因子を探ることが非常に重要となる。現在のところ、粒子 －基板間に空

気の層があると考えている。基板表面粗 さと界面接合の関係に関 しては、基板表面の微細な粗

さは粒子変形後期の縁におけるフィンガジング(Bussmannの 定義に従い、スプラット本体か

ら2次 液滴が飛散 しサテライ ト状に2次 スプラットを形成す る場 合をス プラッシング、スプ ラ

ッ ト本体が揺 らいだ縁を持つことをフィンガ リングと呼ぶ)には影響 を及ぼずが、衝突初期の

変形すなわち篇平率にはほとん ど影響がないことがわかった。これは最近の数値計算結果 とも

一致している。近年の溶射プロセスは高速小粒径が主流であ り、扁平率換算で見れば速度がそ

の支配因子 となる。しかしながら、セラミック溶射に関すれば、応力緩和機構 として縦割 りの

クラックが入るため、過度に厚みのないスプラットを必要 とはせず、篇平率にして3程 度もあ

れば十分である。そのため、低速セラミック溶射の場合、速度は重要因子 とはならない。Ti溶

射粉末の場合、基板 との接合強度が溶射粉末サイズに比例 し、通常40MPa程 度の付着強度が

120μmの 粉末を使用 した際には200

Mpaま で向上したとい う研究報告があ

ったのに対 し、セ ラミックの場合、応

力緩和機構としてのクラックが どう作

用するかは体積収縮問題 と併せ、今後

検討していかなくてはな らない。
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II学 術雑誌等に発表 した論文(掲 載 を決定 された ものを含む.)

共著の場合,申 請者 の役割を記載す ること.

(著者,題 名,掲 載誌名,年 月,巻 号,頁 を記入)

学術雑誌 と学会等のプロシーデ ィングな どを以下のよ うに区別 して記入す ること.

(1)学 術論文(査 読あ り)

(2)学 会等のプロシーデ ィング

(3)そ の他(総 説 ・本)

(1) Kentaro Shinoda, Yoichi Kojima, and -Toyonobu Yoshida, "In-situ measurement 

system for deformation and solidification phenomena 

of yttria-stabilized zirconia droplets under plasma

spraying conditions", Journal of Thermal Spray Technology に投稿 中。

(2) Kentaro Shinoda, Atsushi Yamada, Toshihiko Koseki, and Toyonobu Yoshida, 
"In situ measur

ement of sprayed ceramics particles and 

supercooling effects on splat morphology", 

in the proceedings of International Thermal Spray Conference, May 2004, 

available on CD.
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III学 会 において申請者が口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員 の氏名),題 名,発 表 した学会名,場 所,年 月 を記載)

Kentaro Shinoda, Atsushi Yamada, Toshihiko Koseki, and Toyonobu Yoshida, 

"In situ measurement of spray
ed ceramics particles and supercooling effects on splat 

morphology", International Thermal Spray Conference, Osaka, May 2004.

上記国際会議にて Japanese Organizing Committee Awards 受賞。

篠田 健太郎、"YSZ単 一溶射粒子の急速変形 ・急速凝固過程のその場計測"、東京大学COE

合 詞シンポジウム、東京大学、2004年6月 。


